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央付近において、長さ約 150cm、幅約 75cm の比
較的広い範囲で確認された。文様帯が残っている漆
製品痕跡は床面上部の複数地点で確認され、いくつ
























より No.1 から No.8 まで番号が振られていた。そ
こでそれらの番号に従って漆塗膜を調査することに




　漆塗膜の破片 ( 約 3mm × 3mm) を観察試料とし
てエポキシ樹脂 ( 主剤：アデカレジン EP4200、硬




さを約 20㎛まで研磨して、偏光顕微鏡 (Nikon PL)、




　写真 1 は漆 A 群としたものの全体像であり、鉄
製鎧小札の表面に付着したもので、調査担当者によ






赤色の塗膜がある。写真 2 は No.6 の左隣に位置す
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る No.5 が付された厚みのある塗膜を示したもの
である。No.5 の塗膜は No.6 の下層に位置してい




る。No.3 の上方には No.6 と酷似した厚みと色調を
持ち、表面が赤色の塗膜が認められる。写真 4 は
No.3 の付された塗膜の左方にある No.2 と付された
塗膜を示したものであり、この塗膜は No. ３の黒








られる ( 写真 6)。
鉄製小札群上部の漆 A群
No.6( 写真７~10)　　　写真 7 は No.6 が付された
塗膜の上から 2 層目にあたる赤色顔料が付着した
塗膜片を示したもので、その表面にわずかに褐色
写真 3　No.6 と No.5、No.4 と No.3 の上下関係 写真 4　No.2、No.3、No.4 の位置関係
















No.3( 写真 11~12)　　　写真 11 は No.3 の付され
た上方にある、表面が赤色をした厚い塗膜片を示し
たもので、表面の様子は No.6 のそれに酷似する。





No.5( 写真 13~16)　　　写真 13 上は No.5 が付さ
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(上：表面 ,下 :裏面 )
写真 13　No.5 の試料




(上 :反射光 ,下：透過光 )
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写真 14　No.5 の断面 (上：反射光 ,下：透過光 )
写真 15　No.5 断面の拡大 (透過光 )
写真 16　No.5 の拡大 (透過光 )
が上下２層よりなっている。断面に長径が約 100




















No.2( 写真 19~20)　　　No.2 付近の塗膜は No. ３ 
の左方に位置しており、No.3 を付した位置にみら
れる黒色を呈する塗膜に連続する可能性がある。写













No.1( 写真 21~22)　　　写真 21 上は No.1 付近よ
り採取した塗膜片であり、塗膜の表裏の関係は厳密



























No.7( 写真 25~26)　　　写真 25 上は No.7 付近の
試料であり、表面に獣毛のような繊維状のものがみ
えていたことから、この部分より試料を採取したも






部分 )。写真 22 下は塗膜断面を透過光下において
観察した結果であり、断面中に大小の楕円形の空洞
がみえているのは獣毛の断面である。塗膜断面左方
の中央付近の水平方向 ( 赤矢印 ) に、に２層よりなっ
たようにみえる箇所 ( 赤矢印部分 ) がある。



































写真 26　No.7 の断面 (左：反射光 ,右：透過光 )
写真 27　漆 B群  靫の可能性が指摘された塗膜
写真 28　採取試料
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写真 29　塗膜断面 (反射光 ) 写真 30　塗膜断面 (透過光 )
写真 31　塗膜断面拡大 (透過光 ) 写真 32.　塗膜断面に見える円形の空洞
写真 33　漆 C群  容器の可能性があるとされた塗膜 写真 34　試料の一部
写真 35　土壌ごと包埋した塗膜断面 (反射光 ) 写真 36　土壌ごとの断面 (透過光 )
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　A 群では No.1、No.2、No.4、No.5、No.8 の塗膜
表面が黒色を呈していたが、それらの塗膜断面に黒
色物質が認められたのは No.5 と No. 8 のみであっ















図 1　 No.5 表面の赤色顔料の EDS 分析結果
表 1　 No.5 表面の赤色顔料の EDS 分析結果











　A 群 の No.3、No.5、No.6、B 群、C 群 の 塗 膜 断
面に赤色顔料層が認められた。A 群の No.5 の塗膜
断面上部にわずかに付着する赤色顔料 ( 写真 43) を
走査型電子顕微鏡 (SEM) 付属の蛍光 X 線分析装置
(EDS) で顔料成分を分析した結果、赤色顔料は辰砂
であった ( 図 1, 表 1)。また、No. ６では塗膜の上
層に 2 種類の赤色顔料層 ( Ⅰ、Ⅱ ) があり、下層 ( Ⅰ )
より水銀 (Hg)、また上層 ( Ⅱ ) より鉄 (Fe) が主に検
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て B 群 ( 写真 27~32)、C 群 ( 写真 33~38) では土壌
中に赤色顔料が水平方向に幾重にも重なっており、
分析の結果、B 群 ( 写真 45, 図３, 表３)、C 群 ( 写





















図 2　No.6 表面の赤色顔料Ⅱ層の EDS 分析結果
表 2　No.6 表面の赤色顔料Ⅱ層の EDS 分析結果
図 3　B群に見られる赤色顔料の EDS 分析結果
表 3　B群に見られる赤色顔料の EDS 分析結果
図 4　C群に見られる赤色顔料の EDS 分析結果
表 4　C群に見られる赤色顔料の EDS 分析結果
Ⅵ .まとめ
　70 号墳より出土した 3 地点 (A 群、B 群、C 群 )
の漆製品の塗膜構造を観察した結果は、次の通りで
ある。A 群では 2 種類の塗膜が認められた。表面が
黒色の塗膜の断面には獣毛の断面が遺存しており、
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胎が皮革であると推定した。また、表面が赤色の塗
膜は下地が厚く、胎は消失しており、皮革と胎との
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